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通告順 
議 席 ２ 番 奥山 雅貴 

令和４年6月  日 

時 分 ～ 時 分 １ 

１．児童生徒の障がい、不登校について 

① 十数年前から耳にする発達障がい、知的障がい、自閉症、スペクトラム症など

と判断されている児童生徒は本町に何名おられるのか。また、隣町と合わせる

と何名になるか伺います。 

② 12 月の定例会で長期不登校児童生徒の人数が合計９名と教育長から答弁が

ありましたが、短期的や不定期な不登校児童生徒が 20 人以上いるという事

を専門的な方達からお聞きしました。本町、隣町でどのくらいおられるのか。

また、その理由を伺います。 

③ 現在、島を離れて奄美や徳之島の施設に通っている中学生から 65 歳までの

方が両町で７１名いると聞いています。中高生の保護者同伴の家庭は何軒ある

か伺います。また、そういった施設をつくる考えがあるのか伺います。 

④ 先日の南日本新聞で香川県三豊市が県内初の夜間中学校の開設式を開いた記

事を見ました。公立の夜間中学は全国に４０校あり、子どものころ通学できな

かった高齢者や外国人労働者らが学ぶ場として定着していますが、この市は不

登校の中学生も受け入れる全国初の試みでの開設です。本島にも同じような方

達もおられます。以前も質問した件ですが、全国的に注目されている件です。

両町での夜間中学校開設についての意見を再度伺います。 

 

２．環境問題について 

現在、風力発電や電気自動車と脱炭素化社会への取り組みをされている本町と隣

町ですが、環境省の先行地域に選定され、その他の環境問題にどう向き合うのか

伺います。 

① 畜産農家、関係者に聞いた問題です。家畜の糞、尿の処分に困っているそうで

す。徳之島や与論島では処分に非常に苦慮しており、処分しきれず臭いなどで

観光に悪影響を出していると聞きました。本町でも処分しきれず畑に山積みに

しているそうです。これらを処分できる装置を脱炭素の補助金を申請して導入

できないか。（別紙あり） 
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② 沖永良部クリーンセンターの耐用年数や大規模補修工事、建て替え案がある中

ですが、大きなお金を使うなら環境に優しい焼却施設にしたいと考えていると

思います。亜臨界処理装置の話が私にきましたので資料をお渡ししています。

両町で検討してみてどう思うか伺います。（別紙あり） 
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通告順 
議 席 11番 今井 吉男 

令和４年６月  日 

時 分 ～ 時 分 2 

１．「知名町気候非常事態宣言」と町内経済活性化について 

令和 2 年 9 月 29 日に「知名町気候非常事態宣言」を発表、またコロナ禍に追

い打ちを掛けるかのように、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻の影響により、

ガソリンをはじめ、化学肥料・資材や物価が高騰し町民生活は厳しい状況にある

中、次の点について伺う。 

① 「2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指すゼロカーボンシティ」

のまちづくりを目指すと目標設定はしましたが、進捗状況と町の経済活性化の

両立は可能か。 

② 役場新庁舎建設（総事業費約 20 億円）で、脱炭素設備を導入する際に、脱炭

素設備交付金の総額はいくらか。 

③ 4 月 26 日に環境省は「脱炭素先行地域」の第１弾に知名町を選定、実施期間

の令和 8 年度までの 5 年間で事業費総額 61 億円を見込んでいるが、知名町

にはいくら交付金があるのか、また使途目的は。 

④ 化学肥料や資材等の高騰で農業経営者をはじめ町民への支援策は計画してい

るのか。 

⑤ 脱炭素施策の一環で、フローラルパークとメントマリ公園に設置した、小型発

電機を町内の全世帯の電力源として、早期に実用化できないか。 

⑥ 脱炭素社会の実現に向けて、県が今年度当初予算（事業費 109 億円）の中で、

離島における電気自動車の購入支援事業の活用や、電動バイクとアシスト付自

転車の購入補助金の導入はできないか。 

⑦ 脱炭素に向けた、各種事業導入の際は、町内業者の育成を十分考慮すべきでは

ないか。 
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２．令和4年度中の町誌編纂委員会の立ち上げについて 

① 昨年の 9 月定例会において、前・林教育長は「令和 4 年度の町誌編纂委員会

立ち上げについて責任をもって引き継いでいく」と答弁しましたが、10 月 1

日付で教育長に就任された田中教育長は引き継ぎを受け、令和 4 年度に町誌

編纂委員会の立ち上げは可能か。 

② 現在の町誌は昭和 57 年 3 月 25 日で年表が終了しています。令和 4 年 3 月

31 日までの 40 年間に及ぶ町の記録が途切れています。町誌（続編）の刊行

年はいつなのか。 
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通告順 
議 席 9 番 西 文男 

令和４年6月  日 

時 分 ～ 時 分 ３ 

１．新庁舎建設について 

① 新庁舎建設について、当初計画と現在の進捗状況はどうなっているか伺う。 

② 新庁舎建設にともない、庁舎敷地・駐車場敷地等の排水計画及び庁舎敷地両側

の道路排水計画はどうなっているか伺う。 

③ 新庁舎建設の中で、沖永良部視覚障がい者福祉協会から要望書が出されている

と思うが、新庁舎建設に実施されるか伺う。 

④ 町の公共施設の長寿命化計画で、町営住宅等も今後計画されていると思うが、

改修工事等の設計業者の選定はどうなっているか伺う。 

⑤ 現庁舎が新庁舎への移転後、現庁舎跡地の有効利用計画はどうなっているか伺

う。 

 

２．教育行政について  

① 子ども医療費の病院等での窓口負担は、現在知名町ではどうなっているか伺

う。 

② 町は教育要覧の中で知名町教育行政の基本方針並びに重点施策で、豊かな人間

性と確かな学力を身につけ、よりよい自分を目指して努力する人。と書かれて

いますが具体的な施策はどうしているのか伺う。 

③ 町内の各小・中学校の児童生徒の給食費負担は現在どうなっているか伺う。 

 

３．障害者福祉について  

① 町の聴覚障害者等が町の行事等で手話等の説明を必要としているが、本町の取

組はどのように行われているか伺う。 

② 町で高齢者や障害者等が運転免許証を自主返納した場合の交通手段等の援助

等はどのように行われているか伺う。 
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4．町政全般について 

フローラルパークのバスケット場は現在、雨が降ればゴールポスト周辺に雨水

等が溜まり利用出来ない状態になり、またゴールポストの腐食にも繋がります。

整備出来ないか伺う。 
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通告順 
議 席 1 番 福川 勝久 

令和４年６月  日 

時 分 ～ 時 分 ４ 

１．第6次知名町総合振興計画について 

令和 2 年 3 月に策定された第６次総合振興計画の中に三つの基本理念が掲げら

れていますが、それを実現すべく、アクションプラン 21 の中の何点かについて、

具体的な実施計画を伺いたい。 

① 3，住み良い住宅環境に向けた総合的な取り組みの推進 

② 8，安心して出産し子育てができる環境づくり 

③ 15，稼げる地域をつくる農業・水産業・観光業を軸とした農商工等連携や六 

   次産業化の推進 

特にこの 3 点の実施計画（令和４年度）を伺いたい。 

 

２．公費の旅費について 

役場職員、議員等の出張旅費（航空券、宿泊費を含む）について領収書を提出、

精算すべきではないか。私たちの旅費は町民からの血税であり、必要用途に支払

うべきであります。例えば航空券購入を鹿児島県離島航空割引運賃ではなく旅行

パック運賃での支払った分を支払うべきではないか。 

 

3．子育て支援金について 

① 出生、小、中、高入学祝金がありますが、中学卒業後すぐに、就業される子供

にも支援すべきではないか。仮名とするならば、「義務教育終了祝金」という

形で。 

② 出生祝金について、ハイリスク出産、もしくは里帰り出産の際に妊婦の現住所

を島外に住所変更し、出産後数か月で戻り、島内に住所を戻し、定住している

場合は出生祝金を出せないのか。 
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４．通学路について 

昨年、通学路合同点検が行われているが通学路外での事故も発生しております。

通学路以外の道路も点検を行い、危険個所ハザードマップを作製し、安全教育の

中で周知する必要があると思うがどうか。 
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通告順 
議 席 ５ 番  窪田 仁 

令和４年６月  日 

時 分 ～ 時 分 ５ 

１．ウクライナ避難民の受入れについて 

ロシアのウクライナへの軍事侵攻により多くの避難民、1400 万人以上が非難

を余儀なくされ、近隣諸国に 650 万人、ウクライナ国内で 770 万人以上が避難

生活を送っています。本町は、避難民の受入れは出来ないのか、受入れ窓口の対策

はどうなのか伺います。 

 

２．農林業振興について 

おきのえらぶは、農業振興が重要だ !! 

① 夏場に農作物が台風の風潮被害を受けている屋者高アタ子地区の海岸防災林

造成事業の進捗状況について伺います。 

② ウクライナ侵攻や燃料高・肥料高・物価高騰・円安など厳しい状況の中に国の

みどりの食料システム戦略に沿った、独自肥料の生産体制が急がれます。町液

肥センター・リサイクル液肥センターの規模拡大計画はどうなのか。 

 

３．観光振興について 

世界自然遺産登録やアフターコロナなどにより、ツアー客や観光客が増えると

思われます。 

① 昇竜洞の手すり・照明ライト・裏の駐車場・AED 等の整備。 

② 田皆岬の観光魅力化に向けて国の石油天然ガス・金属鉱物資源機構

(JOGMEC)の海底熱水鉱床(銀水サイト)のインターネット画像(チムニーと分

析結果)を載せた看板の設置はできないか。設置をする事で景勝や宝の海の評

価が更に上がると思われるがどうか。 
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４．多面的機能支払交付金について 

知名町広域協定(水土里サークル事業)に登録されていない農地があります。 

① 農地面積の拡大を図る事で農地は事業対象になると思う。登録されていない農

地を登録して事業面積の拡大はできないか伺います。 

② 多目的機能支払交付金事業の農地範囲で集落の境界の決め方はどうなのか伺

います。 

 

５．文化施設及び文化振興について 

① コロナ禍の中に外部管理委託を行い１年目、町民体育館・町民グラウンドにお

ける運営状況についてどうなのか伺います。 

文化財の保存・継承と有効活用で地域振興を図ろう!! 

② 文化財の文化財保存活用地域計画書は完成したのか伺います。 

③ 昭和 40 年代以降に指定された文化財を時代に即した見直しが必要と思うが

見解を伺います。 
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通告順 
議 席12番 外山 利章 

令和４年６月  日 

時 分 ～ 時 分 ６ 

１．行政運営について 

① 第 4 次行財政改革大綱が策定・公表されたが、その基本方針と重点実施項目

は。また実現に向けた推進体制は構築されているか。 

② 町の最上位計画である総合振興計画は将来の町のあり方を示すものであり行

政運営の指針だと考える。計画の実現に向けた行政運営ならびに組織体制の整

備はなされているか。 

③ 町長 2 期目にあたり「ゼロカーボンアイランド構想」など、これからの町の

方向性を決定する新たな施策が打ち出されているが、総合振興計画の見直しを

行う予定は。また総合振興計画の進捗状況の確認は行われているか。 

④ 行政運営の最適化に向け行政評価、人事評価制度は十分に活用されているか。

また予算、決算と連動する形は検討されているか。 

 

２．文化財の保存・活用について 

① 住吉貝塚は縄文時代後期～弥生時代初期の集落の形成過程を知る貴重な遺跡

で島内唯一の国指定遺跡となっている。これまでの議会答弁・施政方針で保存・

活用について確認しているが、具体的な整備方針、今後の整備計画はどのよう

に策定されているか。 

② 文化財の活用には地域全体がその文化的、歴史的価値を共有し、地域の貴重な

財産として活かし、伝えていこうという意識の醸成がまず必要だと考えるが行

政としてどう取り組むのか。 

③ 文化財の保存・活用には専門性を有する職員の配置や育成および観光・教育な

ど関係部局との連携・協力が必要だと考えるが、どのように取り組んでいくの

か。 
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通告順 
議 席 ８ 番 根釜 昭一郎 

令和４年６月  日 

時 分 ～ 時 分 7 

１．児童・生徒の登下校時に懸念されること 

２０１８年に文部科学省が「置き勉」を認める通知を出しているが、本町の現状

と今後の方向性について質問します。 

① 現在、本町の「置き勉」の実態はどうなっているか。 

② 小・中学生の荷物の重さはどれくらいか。 

③ 荷物の重さに起因するような事故、もしくはヒヤリハットの報告はあるのか。 

④ 現在、ＩＣＴ教育が順調に進められてきていると思うが、デジタル教科書の導

入は計画していないのか。 

 

２．今後の情操教育をどう進めていくのか。（こども園） 

２年前から続いている新型コロナウイルス感染症の流行により、日常生活に

様々な影響が出てきています。その中で、今回はマスク着用等により、幼児の感受

性を育む際に「困り感」があるのではないかと考え、情操教育について質問してい

きます。 

① こども園において、園児に「困り感」は出ていないのか。 

② こども園において、指導者に「困り感」は出ていないのか。 

③ 各園において、苦慮されていると思うが、どのような対策を講じているか。 

④ 子ども達の健やかな成長に支障がないよう町としてもサポートしていく必要

性を感じるが、どう考えるか。 

 

３．今後の情操教育をどう進めていくのか。（小学校） 

停滞が懸念される情操教育の影響は、今後、数年で児童でより顕著に現れてく

ると想像されます。しかしながら、「学校・家庭・地域」がより一丸となって取り

組むことで解消されるところもあるのではと考えます。それを踏まえ、こども園

同様に質問していきます。 
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① 小学校において、児童に「困り感」は出ていないのか。 

② 小学校において、教員に「困り感」は出ていないのか。 

③ 各学校において、苦慮されていると思うが、どのような対策を講じているか。 

④ 子ども達の健やかな成長に支障がないよう町としてもサポートしていく必要

性を感じるが、どう考えるか。 

 

４．循環型農業の構築に向けて 

町長の目指す脱炭素化の一つに循環型社会の構築も含まれると考える。本町は、

農業立町であります。当然、循環型農業も考えていると思います。昨年来の原油

高、それに加え円安と肥料の高騰は、歯止めがかからない状況になっていると思

います。肥料の高騰対策について質問していきます。 

① 町としてどのような対策を講じるのか。 

② 本町での液肥づくりや隣町での堆肥づくり等の土づくりへの原点回帰も重要

になってくると考えるが次の一手は考えていないのか。 

 

 

メ モ 
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通告順 
議 席 3 番 城村 誠 

令和４年6月  日 

時 分 ～ 時 分 8 

１．新型コロナウイルス感染者への支援対策について  

① 継続的に感染者が確認される中、自宅療養が大部分を占めている現状で食料品

支援の周知、実績はどうなのか。 

② 近隣自治体との支援格差はないか。 

③ コロナ対応地方創生臨時交付金は今現在療養されている町民の命を守るため、

それ以上の感染拡大防止のために最優先で利用されるべきではないか。 

 

２．新庁舎建設の再検討について 

① 役場に職員が毎日集まり仕事をする時代がいつまで続くのか。デジタル改革関

連法の成立により行政サービスの変化・組織構造改革・仕事の効率化を考えた

上で、大きな庁舎が必要とされるのか。 

② 災害時等の対策本部として、建設予定地が本当に適しているのか。バックアッ

プ施設整備は考えているのか。災害時のリスクの分散化を図るべきではない

か。 

③ 町既存施設・民間の空き施設を有効利用することが SDGｓ（持続可能な社会）

づくりのため町が取り組むことではないか。 

④ 脱炭素先行地域に選定された本町で莫大な二酸化炭素を排出する庁舎建設を

するべきか。ハコモノ行政の脱却こそが脱炭素先行地域としての役割ではない

か。 
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通告順 
議 席 1０ 番 宗村 勝 

令和４年6月  日 

時 分 ～ 時 分 ９ 

１．新型コロナウイルス感染拡大の対策について 

この数か月間、島内から殆ど毎日の様に新型コロナウイルス感染者が確認され

ておりますが、町民・島民の危機意識が薄れているように感じられます。感染初期

のような徹底した啓発活動等をすべきではないか。また四回目のワクチン接種の

報道がされていますが本町での接種予定はいつごろなのか 

 

２．脱炭素化に向けた事業計画について 

本町と隣町（和泊町）が脱炭素先行地域に選定されて先日選定証授与式が行わ

れたと報道等でありました、全国の他地域に先んじて選定されます事は大変喜ば

しいことであります。本町が予定しているマイクログリッド事業を含めて総事業

費と本町・隣町の負担額はいくらくらいか。 

 

３．海難事故等の対応について 

海難事故等が発生した場合、船舶所持者やダイバーの皆さんに救助要請や捜索

等をお願いしています。危険な状況で協力されている皆さんでありますが謝礼等

の手当がないと聞いています。町で予算を計上して充当出来ないか 

 

４．屋子母消防分団の防災拠点施設の建設計画について 

町内の消防分団の車庫・詰所の建設は屋子母分団を残して一通り完成されてい

ると思います。屋子母分団の車庫は老朽化が著しく危険な状態です。防災拠点施

設として早期の建設が望まれますが計画はどうなっているのか伺う 
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